






要約:

研究協力者である九州大学医学部神経精神科山下洋先生が平成 5年度の分担研究の一環と

して日本のマタニティーブルーズの産科施設における実態調査、産後の追跡調査を行った。

そのデータからマタニティーブルーズの評価システムを検討し、Stein の自己質問表を産

直後のスクリーニング法として英国と同じ区分点で用いることができることを示した。ま

た同じく平成 5年度の分担研究の課題の一つとして妊産婦の精神面支援プログラムの策定

を挙げ、1)パンフレットによる妊娠、出産に関連するストレスによる心理教育と 2)母子

保健スタッフによる産前からの一貫した関与の2点をマタニティーブルースに対する影響

について検討すべき項目として掲げた。

われわれはそのプログラムに従って、当施設の妊婦、分娩の合併症のない妊産婦に上記に

挙げた 2 つの方法で管理を行った。対象とした妊婦は 13 名で、いずれも妊娠、分娩の合

併症のない妊婦であり、対照群 5名、パンフレット群 3名、一貫管理群 5名を無作為に抽

出した。産前の評価は State-Trait Anxiety Inventory(以下 STAI)と Zung うつ病自己質

問表を、出産後 5 日間のマタニティーブルーズの評価については山下洋先生の検討した

Stein の自己質問表を、産褥 1 ヶ月後の鬱病の評価にはエジンバラ産後うつ病自己質問表

(以下 EPDS)を用いて行った。

産前の不安、うつ状態の評価については STAI、Zung 法でのいずれでも各群間に有意差は

認められなかった。産後のマタニティーブルーズの評価については各群間に有意差は認め

られなかったが、EPDS の得点は、対照群、パンフレット群に比較して一貫指導群におい

て有意に低値を示し精神的支援の効果が示唆された。また、産前の STAI の特性不安・状

態不安、Zun 法による抑うつ尺度の評価と産後 5 日間の Stein のマタニティーブルーズの

評価、EPDS との相関関係が認められ、STAI の特性不安、状態不安、Zung 法による抑うつ

尺度の評価はマタニティーブルーズ、産後うつ病のスクリーニング

に有用である可能性が示唆された。


